
▼長唄『島の千歳』 五代目杵屋勘五郎  作曲

　明治三十七年に囃子方、七世望月太左衛門を襲名の披露曲と
して作曲されました。全体的に上品でのどかな曲調であり、歌
詞も大変めでたく、三味線と小鼓との打ち合わせの面白さが聴
きどころになっています。

▼創作曲『江戸平成浪漫糸』 浦田友里  作曲

　描きたかったのは、江戸時代と現代を繋ぐ一筋の道だ。
　古地図を拡げてみれば、清元が生まれ、栄華を極めたあの時
代の道の形を、今も留めていることに気付く。
　いつかこの道を歩いたであろう、同じように笑い、泣きながら、
清元に励んだ誰かに想いを馳せて。

▼尺八『尺八三重奏のための 「 綾Ⅱ」』 向井 航  作曲
　作曲は本校大学院作曲科1年向井航によるもので、新作初演。
　ハイレベルな演奏技術を要し、3本の尺八合奏という同楽器の
アンサンブルから紡ぎ出された音の線が織りなす、色とりどり
の「綾」が表現されています。

▼生田流箏曲『花舞』 牧野由多可  作曲

　 【それは人の世のうたげにも似て　繚乱と咲きほこり　きら
びやかに舞ひ広がれば　やがてめくるめくよろこびの時　美し
く散りしきり行く滅びゆく悦楽の韻　幽なる琴の音】
　花の舞う様子を現代的な音の動きや拍子で彩った、箏二部と
十七弦の三重奏曲です 。

　－合唱－『大きな古時計』   
　おじいさんが生まれた時から 100年間ずっと時を刻み続けてき
た大きなのっぽの古時計。このポピュラーソングを、第一箏、
第二箏、十七弦で演奏いたします。
　和の音で奏でる古時計の響きを是非お聞きください。

▼日本舞踊　清元『子守』  初代清元斎兵衛  作曲
　豆腐屋に油揚げを買いに行った子守の娘が、鳶に油揚げを取
られ背負った赤子が泣いてしまう、という場面から始まります。
“越後”を懐かしみながらも軽快かつあどけなさを漂わせる演出
をご堪能くださいませ。

▼山田流箏曲『蟲集く』 萩岡松　  作曲

　秋の嵯峨野の景色を、三つの楽章に分け、第一楽章「秋野」、
第二楽章「月を賞でる」、第三楽章「虫の音」、と題して二部合奏
形式に作曲されたものです。今回は尺八も加えて合奏いたします。

和の詞
─邦楽が綾なす和への誘い─

生涯学習センターまでの案内図

台東区生涯学習センター　東京都台東区西浅草3-25-16　
交通　◇JR山手線・京浜東北線「鶯谷駅」南口徒歩約15分

◇東京メトロ日比谷線「入谷駅」1番出口　徒歩約6分
◇つくばエクスプレス「浅草駅」A2出口　徒歩約6分
◇台東区循環バス「めぐりん」「生涯学習センター北」ともに徒歩約3分
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